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炭化ケイ素はワイドギャップ半導体の一種で、高絶縁破壊電界強度、高電子移動度、高熱伝導率という

特性を持っており、シリコンに変わる次世代パワーデバイスとして活発に研究されている。これらの特性は

フォノンが重要な役割を担っており、デバイスの高性能化のためにフォノンダイナミクスの解明が求められ

ている[1, 2]。フォノンダイナミクスを解明する上で、特定のフォノンの役割を明確にするためにフォノンの

選択励起を行う技術が重要となる [1, 2]。我々は、これまでに、波長を格子振動の吸収波長に調節した

中赤外パルスレーザー(中赤外自由電子レーザー: MIR-FEL)による特定のフォノンモードの選択的励起

（Mode-selective phonon excitation: MSPE）を、アンチストークスラマン散乱(ASR)光によって直接的に証

明した[3]。しかしながら、本手法では、ASR光観測用プローブレーザー（Nd-YVO4レーザー）とMIR-FEL

の同時照射により、和周波および差周波が発生する。和周波は MSPE 時の ASR 光と同じ波長となり、

ASR 光スペクトルでコンタミ成分として混入するため、ASR 光と和周波を分離する方法が求められている。 

本研究では、MIR-FEL と Nd-YVO4 レーザー照射によって発生する和周波と等価な差周波を用いて、

和周波成分と ASR光成分の分離を行った。二種のレーザーの照射により、ASR光と和周波に加えストー

クスラマン散乱（ＳR）光と差周波が発生する。ここで、SR 光は、フォノン励起によらず一定の強度をとると

近似することができる。すなわち、二種のレーザーを同時

照射したときに発生する差周波＋SR 光成分から、Nd-

YVO4 レーザーのみ照射したときに発生する SR 光成分

の差分を取ることで、差周波成分の分離が可能となる。さ

らに、和周波＋ASR 光のスペクトルから分離した差周波

成分の差分を取ることで ASR 光成分のみの抽出が可能

となる。本手法により、MSPE時のASRスペクトルから、和

周波成分を分離することに成功した。（図１）本発表にお

いて、ASR 分光による MSPE の直接的観測と和周波成

分の分離に関する発表を行う。 
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図１観測された ASR光スペクトル（黒線）と 
和周波成分分離後の ASR光スペクトル（赤線） 
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